
R1岩手県農作業安全運動スローガン 
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【コンバイン事故の主な原因】 

●走行中の転落・横転 

バック時や足元に死角。グレーンタンクが

重くなると重心が上昇し、タンク側へ傾く。 

●整備中 

カバーを外すと中

は回転物だらけ。

整備は回転を止め

てから。 

●「手こぎ」中 

だぶつく手袋着 

用等で巻き込ま 

れる可能性。 

 

●ワラの除去中 

エンジンをかけたまま

は危険。詰まったら 

エンジン 

を切って 

除去。 
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TEL 019-629-6730  FAX 019-629-6739 

 

インターネットでオールカラーの記事が読めるよ！ 

いわてアグリベンチャーネット 普及センターもりおか 検索 

普及センター 

【農作業事故を起こさないために】  

《人の視点》 
〇｢ちょっとだけ｣｢ついでに｣に潜む油断と危険 

〇誰もが毎年順調に老化
・・・

して
・ ・

いる
・ ・

との自覚が必要 

👉家族で互いに作業手順・安全確認の声掛けを 

《物の視点》 
〇トラクター、コンバイン等に死角が多い 

〇掃除で触った途端動き巻き込まれる等の危険 

👉エンジン停止、テンション解放等の気配りを 

《環境の視点》 
〇傾斜地多く、草原は地面の様子が見えない 

〇狭くデコボコ、急カーブの危険な農道 

👉ハザードマップを作って皆で注意喚起を 

〇作業場が暗く狭い、機械内部が暗く見にくい 

👉手元が良く見えるよう、適度な明るい照明を 

●作業しやすい現場への改善=安全な現場 
は、GAPの視点と同じ 

それでも｢事故は起こり得る｣ので、減災のた

めには他産業よりも心を配り、最低限の防護

としてヘルメットや安全靴の着用を励行 

☆雇用した人が万一、怪我をすれば労災補償が生じます。

事前にしっかりとした備えが必要です。 

農作業事故は最も身近で重大なリスクです！ 
～9月 15日から秋の農作業安全月間～  

稲刈り時期は特にコンバイン等の事故が多くなります。作業が始まる前、早めに機械

の点検や危険箇所の改善を行うとともに、ゆとりある作業計画を立て作業しましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農業経営のことなら何でもご相談ください！！ 

いいわわてて農農業業経経営営相相談談セセンンタターー 

先端技術 
導入 

経営 
改善・診断 法人化 

税務・財務 
管理 

販路拡大 
経営 

継承・相続 

機械・施設 

整備 

労務管理・ 
人材育成  

 農業経営に関する幅広い分野でアドバイスいたします！ 
 農業系や商工系の団体のほか、税理士、社会保険労務士、 

中小企業診断士といった専門家の団体で構成しています！ 

農業法人経営者 

企業経営全般について実践者

の立場からアドバイス 

税理士 
所得税、法人税、消費税、 

贈与税などの税務相談 

社会保険労務士 

労働・社会保険、雇用管理、

人材育成などの労務相談 

中小企業診断士 

経営戦略の策定と実行に 

向けた総合的な経営相談 

弁護士 

相続や労働などのお悩み、

企業法務に関する相談 

弁理士 

特許や商標などの知的財産 

に関する相談 

行政書士 

官公署に提出する書類の 

作成に関する相談 

大学教授 

経営戦略や農産物流通など 

研究者の立場からアドバイス 

専門家と 

相談内容(例) 

【ご相談・お問い合わせ】 
いわて農業経営相談センター現地支援チーム（盛岡農業改良普及センター、ＪＡ、市町村） 

  ＴＥＬ：019－629－6733（盛岡普及担当：尾形） 
いわて農業経営相談センター事務局（JA岩手県中央会農業担い手サポートセンター） 

  ＴＥＬ：０１９－６２６－８５１６（担当：伊藤） 


